
【長崎短期大学 令和６年度決算について】 

1.本学の経常収支表 

 令和６年度の教育活動収支の概略を下記の図表に示します。          （単位：千円） 

 

                               ※千円未満の金額を四捨五入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 R4決算 R5決算 R6決算

学生生徒等納付金 408,808 465,705 449,444

手数料 6,969 6,672 5,783
寄付金 1,363 1,781 461
経常費等補助金 189,035 190,962 202,409
付随事業収入 8,725 7,279 6,937
雑収入 14,269 23,507 7,633

教育活動収入計  ・・・① 629,169 695,906 672,667

人件費 436,523 438,114 417,428
教育研究経費 215,206 219,940 203,394
管理経費 40,509 35,746 29,387
その他 2,612 3,067 660
       （教育研究経費減価償却額　・・・③） (62,821) (63,662) (59,507)
       （管理経費減価償却額　・・・④） (2,500) (2,760) (810)

教育活動支出計　・・・② 694,850 696,867 650,869

教育活動収支差額　・・・①-② (65,681) (961) 21,798

(減価償却除く　・・・①-②-③-④） (360) 65,461 82,115

基本金組入前当年度収支差額 (65,599) 634 22,359



 少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援事業 2 項目に選定された。 

 

★【メニュー１】 

少子化時代をキラリと光る教育力で乗り越える、私立大学等戦略的経営改革支援 

社会・地域等の将来ビジョンを見据え、自治体や産業界等と緊密に連携し、社会・地域等の未来に不可

欠な専門人材の育成を担う事を目的とし、教育研究面の構造的な転換や資源の集中等による機能強化

を図り、未来を支える人材育成機能強化に向けた経営改革を行う中小規模校を支援するもの。 

  採択数 45 校／111 校 （大学 32 校、短大 13 校） 

 

★【メニュー２】 

複数大学等の連携による機能の共同化・高度化を通じた経営改革支援 

人的リソースや各種システムの共用化、大学等連携推進法人制度や教育課程の特例制度等の活用に

より、複数の大学等が強固な連携関係を構築することで、経営の効率化や開設科目の相互補完等を通

じた経営改革の取組を支援するもの。 

  採択数 4 グループ／8 グループ （13 校（うち大学 10 校、短大 3 校）） 

  

※本学の事業名や取組上状況等の詳細はHPよりご確認ください。 

 【メニュー1・メニュー2】「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」の事業内容について 

2.本学の財務状況 （令和６年度） 

   

 

 

 

 

 

 

3.令和６年度の特記事項 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 収入面については、経常費等補助金収入が「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援」

メニュー1 及びメニュー2 の新たな補助金事業に選定された事により増加、学生生徒等納付金は、定員充

足率が昨年度に比べて減少、その他雑収入減により、昨年度と比べ減収となった。 

支出面については、人件費が昨年度に比べ大幅減、教育研究経費・管理経費についても削減したた

め、教育活動収支で黒字とする事ができた。 

https://www.njc.ac.jp/important_info/%E3%80%90%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC1%E3%83%BB%E3%83%A1%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC2%E3%80%91%E3%80%8C%E5%B0%91%E5%AD%90%E5%8C%96%E6%99%82%E4%BB%A3%E3%82%92%E6%94%AF%E3%81%88%E3%82%8B%E6%96%B0/

